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―方通行解除で都営西団地・アパート連合自治会へも協力要請

町会は1月 12日 、長房郵使冑前から北団地方面への一方通行解除を高尾警察署へ申し入れました。31
き続き2月 29日 、北団地の」り|1自治会長にも高尾警察署へ同行していただきました。」り|1会長は 「北団
地が移転する以上、自治会として一方通行に固執するつもりはない。船田町会の永年の懸案を実現して下
さい」と表明しました。このなかで交通規制課は 「北団地の意向は理解した。解除するには周辺住民にあ
たる都営団地の了解も必要だ」と再度の指導がありました。
町会は 3月 4日 、都営西団地運含自治会(植松 昭会長)と都営西アパー ト連含自治会(西出典明会長)に

理解と協力を要請しました。その後、両連含自治会は 「船田BI会が一方通行解除の協力を求めている。交
通量が大幅に変化する要素は少ないので、要望に応えたい。ご意見があれば3月 31日 までに自治会へ連
絡を」という文書を掲示板に一斉に貼りだしていただきました。

町会では昨年、火災等の有事に備え、街頭消火器の配備について協力を求めてきましたが、残念ながら
希望者はゼロでした.新 年度を間近に控え、町会では再度希望者を募ることにしました。現在、町会内に
は 5箇 所に設置されていますが、新たに制定された配備要綱によればあと5台 は可能です。設置箇所は地
震による倒壊の影響を受けない箇所、道路に面じ目立ちやす<使いやすい場所、通行その他の障害になら
ないことが前提です.点検は町会役員、消防団が行います。設置を希望する方は役員へご連絡下さい。
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□鼈晰蠅絆鼈鼈躙躙蒻輻蝠蝠鶉鱗躙晰蝠靱鶉餞莉輻躙輻轍
3月 6日 、船田子ども育成会の 「歓送迎会&餅つき大会」が行われました。この日は曇り時々雨の予報

でしたが華い降雨もな<、 昼頃には気温は16度 まで上がりました.歓 送迎会では今年小単校に入学す
る児童が 15名 、卒業して中学に入る児童が 15名 、それぞれ抱負を語り含いました.3年 は100名
近い子どもたちに加え父兄の参加も多<200名 近い盛会となりました。餅つきは昨年同様で7日つき
ました。豚汁も多めに作りましたが両方共に足りない<ら いでした。なお、永年使用してきた餅つきの
杵が老朽化し使用に耐えないために町会は2本 を新調しました。

□船田会館の法面の境界に枯れ葉落下対策でつつじを植樹
3月 11日 、朝から冷たい雨が降り冬に戻つたような天候の中、船田会館のつつじの植樹がおこなわれ

ました。会館の法面は傾斜が急なため、道路側に土砂の流出や枯葉の落下に悩まされていましたが、ハ
タノ本材の寄付によりつつじ70株 が植樹されました.な お、柑橘類を20株 ほど植樹予定で、寄贈者
募集中ですが、すでに八王子市町自連会長の秋間利久さんから10本 をはじめ、会員からの申し込みが
6本ありました。植樹時期は4月 中旬を予定しています。

3月 11日 、北団地集会所においてすでに東京都へ申し入れていた表題の件で西8B住宅建設事務所と話
し含いが行われました。これには船田町会をはじめ、北団地自治会、長房ジャガーズの代表が8人参力0
しました。都は 「北団地の跡地利用計画は決定していないが、長房交番の北側に広大な公園を確保して、
災害時の避難場所にも活用する計画は決定している。どう活用するかは八王子市の都市計画との関連.
従つて、要請の中身はその中で検討されるべきだと考える。跡地計画決定までの限定的な期間の使用に
ついては今後検討してみる」との見解でした。なお、北団地は9月で全てが東国地に移転するが、一方
通行道路の西側は来年度、東側は再来年度に建物を解体する計画であることが明らかにされました。

3月 27日  交通安全パレー ド・警視庁音楽隊 10:30～ 11:30 多摩御陵入り□交差点


